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東部下水管理センター 

                         所在地    白石区本通20丁目北2番11号 

                         敷地面積    6,344.62 ㎡ 

                         管理棟床面積   826.28 ㎡ 

                         車庫等床面積   462.00 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部下水管理センター 

                         所在地    西区八軒９条西７丁目１番30号 

                         敷地面積   新川水再生プラザ敷地内 

                         管理棟床面積 718.99 ㎡ 

                         車庫等床面積 253.89 ㎡ 

写       真 
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管 路 施 設 の 維 持 管 理 
 

１. 維 持 管 理 体 制 

管路施設の維持管理は、昭和 30 年代までは、道路維持管理の一環として土木事業所（現土

木センター）が行っていたが、昭和 44 年に本格的な維持管理体制の第一歩として、下水道管

理事務所の前身である１係制が開設され、これによって管路施設の調査点検、修繕あるいは

苦情処理等の業務を一元的に取扱うこととなった。続く昭和 48 年には組織の拡大とともに下

水道部門が局体制となり、併せて最初の下水道管理事務所（旧南部庁舎）が開設され、外郭

の独立した庁舎としてスタートを切った。 

その後、下水道整備事業の拡大に伴う業務量の増加や、市街地の過密化に伴う市民要望の

多様化等に適切、迅速に対処していくため、昭和 49 年には課に昇格し、１所２係体制（東部

事業係、西部事業係）、昭和 54 年には、西部下水管理事務所が独立し西南併せた２所体制、

昭和 57 年には、東部下水管理事務所の開設による東西南の３所体制、昭和 59 年には、北部

下水管理事務所の開設による東西南北の４所体制が築かれる等、逐次維持管理体制の拡大強

化が図られてきた。 

管路布設延長と維持管理の関係を見た場合、昭和 40 年代中期から、昭和 50 年代後期に至

るまでの急激な管布設の進捗とそれに追随して維持管理体制を拡大した「成長期」、その後

に続く管布設延長の進捗が次第に鈍化はするが維持管理体制のより一層の強化を図った「充

実期」に分けることができる。そして現在は、 管布設延長の進捗も 99％を超える普及とな

り、本格的な維持管理の時代を迎えているが、限られた財源の中で、最小の費用で最大の効

果を追及する、より効率的な維持管理の展開を図る「変革期」を迎えている。 

このような時代の要請のなか、４管理事務所から２管理センターへの統廃合（平成 12 年）

や、管路の整備・管理部門を一元的に統合した管路保全課の創設（平成 24 年）により、現在

は１課２所体制となり、管路施設の維持管理を行っている。 
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                        下水道と維持管理の推移 

 大正 15 年度  札幌市下水道条例公布 

 昭和 33 年度  新下水道法公布 下水道課の設置 

 昭和 34 年度  新札幌市下水道条例公布 

 昭和 36 年度  下水道特別会計設置 下水道部の設置 

 昭和 41 年度  真駒内団地の下水道施設を北海道から引継ぎ 

 昭和 42 年度  創成川処理場運転開始 

 昭和 43 年度  伏古川処理場運転開始 

 昭和 44 年度  維持管理体制がスタート（下水道管理事務所１係制） 

 昭和 45 年度  定山渓処理場、豊平川処理場運転開始 

 昭和 46 年度  新川処理場運転開始 

 昭和 48 年度  下水道局制へ移行 初の下水管理事務所庁舎を設置（旧南部庁舎） 

         厚別処理場運転開始 

 昭和 49 年度  下水管理事務所、１係制から１所２係へ（東部事業係、西部事業係） 

 昭和 52 年度  茨戸処理場運転開始 施設部の設置 

 昭和 53 年度  手稲処理場運転開始 

 昭和 54 年度  西部下水管理事務所開設（西南２所体制） 

 昭和 57 年度  東部下水管理事務所開設（東西南３所体制） 

 昭和 58 年度  財団法人札幌市下水道資源公社設立 

 昭和 59 年度  北部下水管理事務所開設（東西南北４所体制）、拓北処理場運転開始 

 平成 元年度  安春川流雪溝供用開始 

 平成 ３年度  新琴似流雪溝供用開始 

 平成 ４年度  厚別融雪槽供用開始 

 平成 ６年度  発寒流雪溝供用開始 

 平成 ８年度  創成川融雪管、大通下水道管投雪施設供用開始 

 平成 ９年度  創成東流雪溝供用開始 

 平成 10 年度  下水道局庁舎完成移転 

  平成 11 年度  発寒下水道管投雪施設供用開始 

 平成 12 年度  東西２管理センター体制へ移行、技能職主任制開始 

 平成 14 年度  八軒下水道管投雪施設供用開始 

 平成 15 年度  新川融雪槽、伏古川融雪管、北郷流雪溝供用開始 

  平成 17 年度  下水道局と建設局が統合し建設局に改称、東部処理場運転開始 

 平成 19 年度  処理場を水再生プラザに名称変更 

 平成 22 年度  新琴似北流雪溝供用開始 

 平成 24 年度  管路保全課設置（管路施設の整備と維持管理の一元化） 

 平成 26 年度  東部下水管理センター庁舎建替え（２月） 

 平成 28 年度  機構改革により建設局から下水道河川局に改称 

 平成 29 年度  下水道科学館リニューアルオープン（３月） 
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２. 下水管理センターの管理区域の現況 

 平成 12 年度の機構改革により、４下水管理事務所が２下水管理センターに移行され、

同時に、管理区域の形態も５つの行政区を管轄する２管理区域に再編された。 

両下水管理センターの沿革、概要等は次のとおりである。 

 
1) 東部下水管理センター 

当センターは、当初昭和 57 年４月に東部下水管理事務所として開設され、白石区、

厚別区、清田区の全域と豊平区の一部を管理していたものであるが、平成 12 年４月の

機構改革による２管理センター体制のもと、白石区、厚別区、豊平区、清田区、南区の

全域を管理することとなったものである。 

管理の施設概要は、管路延長にして 4,447.1km（全市の約 53.4％）、処理区として、

豊平川処理区、厚別処理区、定山渓処理区の全域と新川処理区の一部（南区）を擁して

いる。その面積は 10,772 ha（全市の約 43.4％）に達し、その内約７割が分流区域とな

っている。 

また、平成 17 年度からは、東部処理場（東部水再生プラザ）が供用を開始した。 

なお、下水道施設の行政区別の特徴は次のとおりである。 

 

①  白石区 

当区は、管路延長にして 826.0 km、処理面積は 2,502 ha を擁し、そのうち約７

割が合流式である。下水道の整備は、昭和初期にまで遡り市の中心部に近接する菊

水地区（旧市街地）に始まる。本格的な施設整備は、昭和 40 年代初期以降の東札

幌地区に見ることができ、その後順次拡大し現在に至っている。 

地形的には、石狩低地帯を有し、その地質的な特徴である埴土及び泥炭からなる

軟弱な地層が広く分布する。当区のうち、川北、川下、北郷、大谷地地区の一部に

おいては、泥炭を主体とした脆弱な地質による地盤沈下によって、下水道管の不等

沈下、破損等が発生している。この対策として現在、北郷、川北地区の一部につい

ては、計画的な再整備事業が進められている。また、これらの低地帯の浸水災害へ

の対策としてポンプ場の増設、雨水拡充管等の総合的な施設整備が順次進められて

きている。 

②  厚別区 

当区は、管路延長にして 833.2 km、処理面積は 1,766 ha を擁し、その全ての区

域が分流式である。 

下水道の整備は、昭和 40 年代初期の青葉町の整備から始まり、その後に続く、

もみじ台地区の整備に見ることができる。 

地質的には、石狩低地帯の特徴である埴土及び泥炭からなる軟弱な地層が厚別西、

厚別北地区に広がっており、地盤沈下に伴う下水道管の不等沈下、破損等の対策と

して現在厚別西地区の一部について再整備事業が進められている。また、このよう

な低地帯の浸水災害への対策として、雨水ポンプ場、雨水拡充管等の整備が行われ

てきた。 
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③  豊平区 

当区は、管路延長にして 791.9km、処理面積は 2,159 ha を擁し、そのうち５割

が分流式である。 

下水道の整備は、昭和初期まで遡り、市の中心部に近接する豊平地区（旧豊平町）

に始まる。本格的な発展は、昭和 30 年代中期以降に豊平地区、美園地区に、その

後昭和 40 年代前期に中の島、平岸、美園地区に見ることができる。 

地形的には、その大半が丘陵・台地を形成しているが、一部には西岡地区の望月

寒川や月寒川の上流周辺に見られるように谷間状の地形を有している。こうした地

形条件のため、集中豪雨においてはマンホールからの溢水、蓋の浮上等の問題が発

生している。これらの対策として浮上防止蓋への取替え等の措置を順次図ってきて

いる。 

 なお、修繕件数を見た場合、他区に比較しても発生件数が多く、施設の老朽化が

進んでいる地区である。 

④  清田区 

当区は、管路延長にして 926.4 km、処理面積は 1,885 ha を擁し、全ての区域は

分流式である。 

下水道の整備は、昭和 40 年代中期以降北野地区から始まっている。全体として

施設が比較的新しいこと、また地盤も良好なこともあって修繕件数の発生は少ない。 

当区は、昭和 40 年代から民間による東部地域開発や大型宅地開発が進められて

いる地区である。 

⑤  南区 

当区は、管路延長にして 1,069.6 km、処理面積は 2,460 ha を擁し、ごく一部を

除き分流式である。 

下水道の整備は、昭和 30 年代中期に北海道による真駒内地区の団地造成から始

まる。同地区は、老朽管を形成するエリアとして、平成２年から改築工事が進めら

れており、以前は頻繁に修繕工事が発生していたが、現在は落ち着いた傾向にある。 

当区の南端に位置する定山渓は、大正７年の定山渓鉄道開通で温泉街として発展

した地域であるが、下水道の整備は、昭和 45 年に定山渓下水処理場の運転開始に

始まっており、独立した処理区を形成している。 

また、当区の特徴は山間部や急傾斜地が多いことであり、このため融雪時や降雨

時において不明水の管内流入が見られ、その事例としては南沢地区が挙げられる。

このため同地区は、根本的な対策として平成 13 年度から汚水拡充管の整備を行う

等の対策が実施されている。 
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2) 西部下水管理センター 

当センターは、昭和 54 年に西部下水管理事務所として新川処理場敷地内に開設され、

北区、東区、西区の全域と中央区の一部（南８条以北、円山西町、円山北町、宮ヶ丘、

宮の森）の区域について管理していたものであるが、平成 12 年４月の機構改革による

２管理センター体制のもと、中央区、北区、東区、西区、手稲区の全域を管理すること

となったものである。 

管理の施設概要については、管路延長 3,878.3 km（全市の約 46.6％）の管理を行っ

ており、処理面積 14,053 ha（全市の約 56.6％）、処理区域はほとんどが合流式で、あ

いの里団地地区及び西野地区並びに宮の森・円山西町地区の一部が分流式となっている。 

なお、下水道施設の行政区別の特徴は、次のとおりである。 

 

①  中央区 

当区は、管路延長にして 517.1 km、処理面積は 2,287 ha を擁し、宮の森・円

山西町地区の一部を除いた大部分が合流式である。地質的には、砂・礫・粘土か

らなる豊平川扇状地で良好な地盤を備えている。 

下水道の整備は、市内で最も早く、大正 15 年から下水道事業が始まった。建設

当初の事業目的は雨水排除としていたが、その後の急激な人口増加に伴い、豊平

川をはじめとする河川汚濁の進行、全国的な公害の発生を背景として、昭和 39 年

から最初の大規模な処理場である創成川処理場の建設に着手した。その後の市街

地の過密化や施設の老朽化等に伴い、修繕工事や苦情件数が増加傾向で推移して

いる。 このため、本格的な老朽化対策の推進が課題となっており、緊急度の高い

ところから拡充計画とも整合を取りながら、計画的に改築を進めている。 

②  北区 

当区は、管路延長にして 1,156.7 km、処理面積は 3,852 ha を擁し、あいの里

団地を除いた大部分が合流式となっている。 

地形的には平たんで、河川や屯田防風林などの自然景観を有しているのが特徴

である。また、地質的には、中央区に隣接する南側の一部を除き埴土・泥炭層で

構成されて軟弱である。 

下水道の整備は、昭和 40 年代初期に北大周辺・屯田団地地区から始まり、その

後、北 24 条周辺地区へと見ることができる。また、下水道の役割を多くの市民に

知ってもらうための施設として、札幌市下水道科学館が平成９年５月に創成川処

理場敷地内にオープンした。 

北 24 条周辺以南については、比較的古い施設が多く施設の老朽化による機能

障害が年々顕著になってきており、飲食店街等の過密地域であるため住民苦情も

多い。 

一方、それ以外の区域については、施設は比較的新しいものの軟弱地盤や地下

水位の高い地域が多いため、施設の不等沈下や管内への地下水浸入等が見られる。 

③  東区 

当区は、管路延長にして 895.4 km、処理面積は 3,208 ha を擁し、全てが合流

式となっている。 
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地形的には北区同様に平たんで、地質は鉄東地区の一部を除き埴土及び泥炭か

らなる軟弱な地層が広く分布している。 

下水道の整備は、昭和 40 年代初期に札幌駅北側地区から始まり、その後元町地

区へと見ることができる。 

同区の中で特に軟弱な地層が多い東苗穂地区は、泥炭層であるため、施設の不

等沈下や管内への地下水浸入等の傾向が見られる。以前、元町団地地区等の一部

地域で浸水災害が発生していたが、拡充管の整備等の増強策が進められた結果、

今日においては大きな災害は発生していない。 

なお、修繕工事の発生状況は全体的に多い傾向にある。 

④  西区 

同区は、管路延長にして 729.4 km、処理面積は 2,496 ha を擁し、西野地区の

一部を除いた大部分が合流式である。 

地形的には、区の南西部は手稲山を中心とした山々に囲まれ、そこから流れ出

た琴似発寒川が区の中心を南北に流れ北部で新川と合流しており、地質的には、

旧国道５号線を中心に南部は主に礫混じりの地質で、北部は埴土の地質が多く一

部泥炭層が分布している。 

下水道の整備は、昭和 40 年代初期に琴似駅周辺から始まり、その後八軒地区・

二十四軒地区へと見ることができる。近年の、他区と同様、都市型集中豪雨の特

徴で、マンホールからの溢水、蓋の浮上等の問題が発生しており、排気施設の設

置や浮上防止蓋への取替え等の措置を順次行っている。 

⑤  手稲区 

当区は、管路延長にして 579.7 km、処理面積は 2,210 ha を擁し、富丘、稲穂

地区のごく一部を除き合流式となっている。 

地質的には、区の東西を走るＪＲ函館本線を中心に北部は低地で泥炭層からな

り、南部は北部に比べて標高が高く火山岩からなっている。特に新発寒地区は、

泥炭層が多く施設の不等沈下、また星置地区は砂地が多く地下水位の高い地域が

多いため地下水浸入等の問題が見られる。 

下水道の整備は、昭和 40 年代中期に手稲駅周辺から始まり、その後前田地区・

新発寒地区へと見ることができる。昭和 42 年に手稲町と合併し、平成元年 11 月

に西区から分区した。 
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管理エリア図

東部管理センター

西部管理センター

管　理　区　域　図
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３. 業 務 内 容 

現行下水管理センターは、平成 12 年の機構改革で東西２センターとし、維持係と工事係

の２係制で業務を執行している。 

平成 24 年４月に工事部門の下水道河川部工事課の業務を拡充して管路保全課に改編する

とともに同課を下水道施設部の所属とし、管路施設の維持管理も担当することとした。定期

的な管路の点検・調査は従来通り下水管理センターで行う一方、管路保全課では予防保全を

目的とした本管の調査・修繕を実施している。 

管路保全課及び下水管理センターの業務概要は、次のとおりである。 

 

１) 管路保全課 

① 管路保全係 

管路保全係の業務内容は、下水管理センターを含めた管路施設の維持管理の取りまと

めを行うとともに、老朽管等の対応が必要な管路について調査・修繕を実施している。 

管径 800mm 未満の管きょに対しては、テレビカメラ調査と内面修繕を一体化した管路

保全業務を委託しており、管径 800mm 以上の管きょについては、潜行目視調査業務また

は大口径管テレビカメラ調査業務として委託している。 

なお、受託工事及び本管改築・更新工事については、管路施設の新設工事と合わせて、

管路工事担当課で行っている。 

【業務実績】 

・本管詳細調査（テレビカメラ）184.6 km  

・本管詳細調査（大口径管テレビカメラ） 37.4 km  

・本管内面修繕（本管修繕工事含む） 1,190 か所  

 

２）下水管理センター 

① 維 持 係 

維持係の業務内容は、従前から管理事務所において行われてきた調査・点検・清掃に

係わる下水道管路維持管理業務の発注、災害発生時の対応、管路施設等に係わる苦情処

理、附帯施設や車両の点検整備を行うほか、従前直営で行っていた、ロードヒーティン

グ調査、特殊構造物の点検・修繕、管路用地の除草などを下水道管路維持管理業務とし

て変更して委託化し、業務形態の変更を行った。さらに新規の業務として他課から所管

替えした承認工事関係業務、排水設備確認申請しゅん功検査業務、臭気苦情対応業務、

油流出事故の対応業務等多様なものになった。 

 【業務実績】 

（直営関係） 

・市民要望受付（災害時対応を含む） 4,114 件 

・ロードヒーティング調査 154 件 

・特殊構造物（吐口･雨水吐室･制水ゲート･水管橋等）点検回数 447 回 

（委託業務関係） 

・本管簡易調査（目視）1,441.2 km  

・公共ます調査  6,021 か所 
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６・管路管理 

・下水道管路維持業務   10,910 か所 

・公共ます取付管内面修繕   1,085 か所 

 

②  工 事 係 

   工事係の業務内容は、下水道管路施設の調査に関すること、下水道管路施設の修繕に関す

ることであり、修繕内容としては、緊急修繕（本管・マンホール・公共ます取付管）及び計画修

繕（マンホール・公共ます取付管）がある。 

【業務実績】 

・開削修繕関係 

本管   15 か所 

マンホール   500 か所 

公共ます取付管   453 か所 
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４. 業務実績及び施設規模 

１） 主要業務実績 

管路保全 東　部 西　部 計

本管簡易・詳細調査 ｍ 1,840,366 222,020 746,125 695,124 1,663,269

  目視 ｍ 1,617,911 0 746,125 695,124 1,441,249

  潜行目視（大口径テレビカメラ） ｍ 38,693 37,440 0 0 37,440

  テレビカメラ ｍ 183,762 184,580 0 0 184,580

公共ます調査 か所 5,282 0 2,021 4,000 6,021

管路清掃 ｍ 57,391 0 16,530 28,898 45,428

  調査附帯 ｍ 10,619 0 2,825 6,514 9,339

  維持管理 ｍ 46,772 0 13,705 22,384 36,089

緊急補修 か所 593 0 307 296 603

  本管 か所 28 0 7 8 15

  マンホール か所 269 0 184 89 273

  公共ます取付管 か所 296 0 116 199 315

計画補修 か所 1,554 0 595 855 1,450

  本管 か所 0 0 0 0 0

  マンホール か所 328 0 95 132 227

  公共ます取付管 か所 1,226 0 500 723 1,223

  吐口 か所 0 0 0 0 0

受託工事 か所 0 0 0 0 0

特殊構造物点検 回 263 0 333 114 447

ロードヒーティング調査 件 151 0 40 114 154

承認工事 件 41 0 13 34 47

排水設備確認検査 件 2,493 0 795 1,151 1,946

件 3,949 0 1,839 2,275 4,114

平常時対応 件 3,793 0 1,839 2,275 4,114

　詰り 件 577 0 411 302 713

　陥没 件 716 0 329 565 894

　施設損傷 件 848 0 463 415 878

　臭気 件 97 0 29 54 83

　騒音・振動 件 155 0 70 62 132

　油脂類流出 件 102 0 53 76 129

　ます探し 件 596 0 222 341 563

　調査依頼 件 676 0 241 436 677

　その他 件 26 0 21 24 45

災害時対応 件 156 0 0 0 0

か所 12,510 0 4,378 6,532 10,910

件 4,197 0 42,642 43,191 85,833

備　　　　　　考

直

営

業

務

委

託

・

直

営

関

連

業

務

  市民要望等対応

 下水道管路維持業務

　　　指示件数

委
託
業
務

項　　　　　　　　　目 単位 令和５年度
令　和　６　年　度
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２）施設規模 

項       目 単位 令和５年度 
令 和 ６ 年 度 

東  部 西  部 計 

 管 路 管 理 延 長 km 8,316.2 4,447.1 3,878.3 8,325.4 

 管 理 （ 処 理 ） 面 積 ha 24,818 10,722 14,053 24,825 

 マ ン ホ ー ル か所 217,210 121,711 95,779 217,490 

内 

 

訳 

一 般 人 孔 か所 216,688 121,465 95,503 216,968 

雨 水 吐 室 か所 275 160 115 275 

分 水 人 孔 か所 155 39 116 155 

マンホールポンプ人孔 か所 92 47 45 92 

 公 共 汚 水 ま す か所 370,749 150,184 222,960 373,144 

 公 共 宅 地 雨 水 ま す か所 72,631 61,703 11,899 73,602 

 吐 口 か所 487 399 88 487 

 河 川 横 断 制 水 ｹ ﾞ ｰ ﾄ か所 21 12 9 21 

 

５．業務量推移等諸表 

１）修繕 

① 本管等修繕箇所推移 
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  ② マンホール修繕箇所推移 

 

２）調査・清掃等 

① 本管簡易・詳細調査延長  

1441

1652

1618

1,735

1,4561,4401,401

1,413

1,061

1,339

1,466

2,630

2,631

2,705

1,032

2,558

2,475
2,524

1,429

1,555

1,348

1,416 1,421
1,309

1,090

1,579
1,537

1,380

1,351
1,413

1,275

222

222.5

219.8

217.3

221.8
222.9

105.2
129.3

123.1

95.8

20.75.79.68.5 16.2

8.2

71

13.3 24.1

21.2
10.6

20

22.4 17.7

14.4

17.6

20.1

28.8

224.9

219.8

239.1

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

0

50

100

150

200

250

300

本管簡易調査延長(目視等) 本管詳細調査延長(テレビカメラ)

1,718 

2,380 

2,002 

2,363 
2,235 

1,815 

2,160 

1,743 

2,314 

2,294 

2,377 

1,786 

1,730 

1,625 

1,660 

1,569 

1,560 1,620 

1,168 

1,002

710

1,072

846

617

871

760

909

787

784

597
500

500

700

900

1,100

1,300

1,500

1,700

1,900

2,100

2,300

2,500

H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

目視等(km) テレビカメラ(km) 

修繕箇所（か所） 

- 694 -



６・管路管理 

② ロードヒーティング調査件数（行政区別） 

 

イ）東部下水管理センター  

 

 

 

ロ）西部下水管理センター  

中央区

54件 47%

北区

14件 12%

東区

33件 29%

西区

12件 11%

手稲区

1件 1%

中央区 北区 東区 西区 手稲区
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19件 47%

厚別区

1件 3%

豊平区
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清田区

5件 12%

南区

1件 3%
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114 件 

40 件 
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③ 管路清掃 

イ）清掃延長  

   

 

 

 

ロ）延長内訳                         

               年  度 

   

項  目 

令和５年度 

           令 和 ６ 年 度 

東  部 西  部 計 

 管 理 延 長  （ k m ） 8,316.2 4,447.1 3,878.3 8,325.4 

全     体 清 掃 延 長  （ k m ） 57.4 16.5 28.9 45.4 

 清 掃 率    ( % ) 0.7 0.4 0.7 0.5 

 

  

※直営清掃延長を含む 
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３）市民要望対応等 

① 市民要望対応 

イ）市民要望件数推移  

 

ロ）月変化状況  
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   ハ）施設別分類  

施設損傷

878件 21%

陥没

894件 22％

ます探し

563件 14%

調査依頼

677件 17%

詰り

713件 17%

油脂等流出

129件 3%

騒音・振動

132件 3%

臭気

83件 2%
災害

0件 0%
その他

45件 1%

4,114 件 
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６ 決 算 状 況 調 書 

 

1） 決算状況調書                         単位 千円 

 科       目 管 渠 費 受託工事費 合   計 

人 

件 

費 

職 員 数 69 ― 69 

手 当 等 6,972 ― 6,972 

法 定 福 利 費 0 ― 0 

賃 金 0 ― 0 

人 件 費 計 6,972 ― 6,972 

 委 託 費 4,133,488 ― 4,133,488 

 修 繕 費 363,179 ― 363,179 

 請 負 費 0 ― 0 

  旅 費 0 ―  0 

  報 償 費 0 ―  0 

  被 服 費 886 ―  886 

  備 消 耗 品 9,292 ―  9,292 

  光 熱 水 費 3,116 ―  3,116 

経  印 刷 製 本 費 80 ―  80 

 そ 通 信 運 搬 費 1,884 ―  1,884 

  賃 借 料 43,083 ―  43,083 

 の 手 数 料 80 ―  80 

費  研 修 費 259 ―  259 

 他 補 償 金 2,743 ―  2,743 

  請 負 工 事 費 0 ―  0 

  損 害 保 険 料 4,272 ―  4,272 

  負 担 金 20,630 ―  20,630 

  燃 料 費 4,123 ―  4,123 

  自動車重量税 101 ―  101 

  雑 費 0 ―  0 

   そ の 他 計 0 ―  0 

 経 費 計 4,587,217 ― 4,587,217 

合 計 4,594,188 ― 4,594,188 

注）職員給与費は含まない。 

注）端数の関係により、内訳と計は必ずしも一致しない。 
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2) 主要科目内訳  

委託料(4,133,488 千円)、修繕費（363,179 千円） 

  

 

維持管理業務

1,828,825千円

41%

緊急補修業務

1,105,256千円

24%

管路保全業務

994,575千円

22%

潜行目視調査業務

101,333千円 2%

他の管路施設業務

16,344千円 1%

その他

87,155千円 2%

修繕費

363,179千円 8%
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